
会
社
概
要

C
S
R

デ
ー
タ
集

京
王
グ
ル
ー
プ

沿
線
の
活
性
化

鉄
道
事
業
部
門

開
発
事
業
部
門

5251

 
　安全性やサービスの向上と同様、生産
性の向上を図るために各種施策を推進し
ていますが、特に大きなウエイトを占め
る人件費については、駅業務の機械化を
はじめとする諸設備の近代化、業務の省
力化などのあらゆる努力で従業員数の抑
制に努めてきました。 
　この結果、従業員一人当たりの生産性
は1960年度を100とすると2022年度
は692となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
　競馬場線では、1999年から平日にワ
ンマン運転を行っている他、動物園線で
も2000年からワンマン運転を開始する
など、業務の効率化を図っています。ワ
ンマン化に際しては、ホーム上に後方監
視用のミラーなどを設置している他、動
物園線では、出発監視用のセンサーを設
置し、安全性の確保に努めています。

生産性の推移

ワンマン運転の実施

業務の効率化

　電車が走行する際に必要な電力を効率
よく利用するために、「回生ブレーキ」や
「VVVFインバータ制御装置」を装備した
車両の導入を完了しており、これらの取
り組みにより未装備車両と比べ、消費電
力を約45％削減しています。

低炭素社会を目指して

 
　VVVFインバータ制御装置とは、電車
の加速力や速度などに応じて電圧や周波
数を変化させながらモーターを効率良く
動かす装置です。当社では1992年に初
のVVVF車両として京王線8000系車両
を導入して以降、井の頭線1000系や京
王線9000系車両の導入を進めてきまし
た。また、既存の京王線7000系車両に
ついてもVVVFインバータ制御車両への
改造を進め、2012年に京王線・井の頭
線全営業車両のVVVFインバータ制御化
を完了しました。2015年から、さらに消
費電力削減効果に優れたVVVFインバー
タ制御装置への更新を進めています。
2022年度は、8000系1編成を新型に更
新しました。

VVVFインバータ制御装置

 
　回生ブレーキとは、電車がブレーキを
かけた際にモーターを発電機として作動
させ、発生した電力を架線に戻すことで
他の電車が使えるようにする装置です。
当社では1999年に京王線・井の頭線全
車両への装備を完了しました。

回生ブレーキ 　 
　上り線と下り線のき電線（電車に電気
を供給する線）を接続することで、回生
ブレーキで発生した電気を他の電車に最
短ルートで送り、電気を送る際の損失低
減を図ることができる設備です。当社で
は、2012年に井の頭線で、2021年に
高尾線で整備しました。

上下線一括き電線化

業務の効率化・環境への取り組み 環境への取り組み
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エスカレーター自動券売機駅照明

　 
　電車がブレーキをかけた際に発生する
回生電力を蓄電し、電車が走行する際の
電力として供給する装置です。2015年
に堀之内変電所に導入しています。

回生電力貯蔵装置

　 
　電車がブレーキをかけた際に発生する
回生電力を駅設備で使用される電力に変
換して、駅の照明や空調・エスカレー
ターなどに供給する装置です。東府中
駅・高幡不動駅・北野駅・めじろ台駅・
若葉台車両基地に導入しています。

駅舎補助電源装置

 
　電車がブレーキをかけた際に発生する
回生電力を車上の蓄電池に蓄え、電車が
走行する際の電力として供給します。
2017年に5000系車両に導入していま
す。

車上蓄電池システム
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環境への取り組み

 
　脱化石資源・低炭素社会に配慮し、
CO2排出量を
従来に比べ約
65％ 削減で
き る 変 圧 器
（電車の運行
に必要な電気
を供給する装
置）を上北沢
変電所に2基、

環境配慮型の変圧器

 

　駅舎・ホームや車両の客室内に、従来
の照明設備に比べて大幅に消費電力を削
減できるLED照明の導入を進めていま
す。また、調布駅付近の地下化にあわせ
て、トンネル内の照明設備にもLEDを

駅などのLED照明

駅構内のLED照明

　 
　ホームやコンコースの屋根に自然採光
の工夫を行うことで、照明の消灯に努め
ています。

自然採光

自然採光の屋根

 
　照度センサーやタイマーによる照明の
自動制御の他、お客様が近づくと人感セ
ンサーにより電源が入る自動券売機、自
動運転するエスカレーターなどの設置を
進めています。

駅設備の電源・運転自動制御

 
　新宿駅や調布駅などの地下駅におい
て、空調・換気設備の省エネ運用を
2020年4月から進めています。空調機
などの設定温度を適正化した他、これま
で夏季期間に常時運転していた空調設備
を、室内温度に応じて運転を抑制するな
どにより、消費電力量を削減していま
す。

地下駅空調設備の省エネ運用

 
　一定時間ご利用がない場合に、運転速
度を減速または自動的に停止する機能の
あるエスカレーターを導入しています。
これにより、従来より最大約35％の消
費電力削減が図れます。

省エネ運転エスカレーターの導入

 
　夏の冷房期、冬の暖房期に約10％の
節電効果が期待される遮熱・断熱フィル
ムを電車の窓に順次貼り付けています。 
　京王線では724両、井の頭線では145
両の客室内に整備しています。

遮熱・断熱フィルム

 

　2013年に、高幡不動駅の敷地内に、
太陽光発電システムなど13種類の環境
に配慮した設備を組み合わせて活用し
た、鉄道現業の事務所（高幡不動乗務区・
施設管理所）を開設しました。従来の施
設と比べて、約30％の省電力と節水を
実現しています。

環境に配慮した鉄道現業事務所

 
　2001年から明大前駅や若葉台駅など
で、駅の照明や自動券売機などの業務用
電力の一部として活用しています。 
　また、永福町駅では、2010年に通路
の屋根に自然光を採り込むことができる
透過式の太陽光パネルを設置し、駅ビル
の電力として利用している他、2013年
には、高幡不動乗務区・施設管理所、京
王れーるランドに太陽光発電システムを
導入し、施設内の電力として利用してい
ます。

太陽光発電システム

　 

　車両の客室内照明を蛍光灯からLED
へ置き換えるとともに、車両前照灯の
LED化を進めています。これにより、
明るさは変わらずに消費電力が従来に比
べ約2分の1になる他、長寿命のため交
換サイクルが長くなることから廃棄物の
削減にもつながります。

車両のLED照明

透過式の太陽光パネル

用いています。明るさは変わらずに交換
サイクルが長くなることから、廃棄物の
削減にもつながっています。

変圧器

駒場東大前変電所に1基、長沼変電所に
１基導入しています。



会
社
概
要

C
S
R

デ
ー
タ
集

京
王
グ
ル
ー
プ

沿
線
の
活
性
化

鉄
道
事
業
部
門

開
発
事
業
部
門

5655

周辺環境への配慮

 
　車輪の振動を自動的に検出するセン
サーを京王線・井の頭線に各1カ所設置
し、騒音・振動を早期に発見・改善して
います。また、レールを溶接して継目箇
所を少なくしている他、鉄橋に防音材な
どを使用することで、騒音・振動の低減
に努めています。

騒音・振動対策

自然共生社会を目指して

環境保全

 

　降雨による法面の崩壊を防ぐととも
に、お客様に沿線風景を楽しんでいただ
くことを目的として、井の頭線を中心に
線路脇へアジサイ・ツツジ・サザンカな
どを植栽し、緑化を行っています。この
取り組みは、2010年度に『杉並「まち」
デザイン賞』を受賞しました。

線路脇の緑化

 
　永福町駅では、旧地下道を雨水貯留槽
として再利用し、建物に降った雨水を集
めて、駅トイレの洗浄水の一部に利用し
ています。

雨水利用システム

環境への取り組み

 
　駅のトイレには、節水効果のある便器
を順次導入しています。

節水トイレ

●ペットボトル 
　2002年から、駅売店などで回収され
た飲料用ペットボトルをリサイクルし、駅
の案内板と
して使用し
ています。

節水型車両洗浄装置

 
　若葉台工場では、車両や部品の洗浄な
どに用いる水の使用量を削減するため、
「処理水再利用装置」を導入しています。
この装置で、使用済みの水の汚れを取り
除く他、工場内の湧水を活用し、洗浄水
などに再利用しています。現在、洗浄に
用いる水の半分以上はこの装置により処
理されたものです。 
　また、若葉台車両基地と高幡不動車両
基地内に、洗浄に使用する水を約50％
削減できる車両洗浄装置を導入していま
す。

車両・部品洗浄水の節水

　 
●省資源・省エネルギー化 
　2000年には、当社のリサイクル活動
への取り組みが評価され、「平成12年度
リサイクル推進功労者等表彰」（リサイク
ル推進協議会実施）において、運輸大臣
賞を受賞しました。 
　2015年には、車両の省エネルギー化
や回生電力の有効活用など、環境保全に
関する活動に積極的に取り組んだ点が評
価され、国土交通大臣表彰「平成27年交
通関係環境保全優良事業者等大臣表彰」
を受賞しました。 
 

循環型社会を目指して

 
●きっぷ 
　1999年から、各駅で回収された使用済
みきっぷをリ
サイクルし、
全駅のトイ
レットペー
パーの一部と
して使用して
います。

リサイクル

 

　2016年から、一部の駅に木の温かみ
を感じられる木製ベンチを設置していま
す。素材には、多摩地域で発生した間伐
材を使用しています。

間伐材を使用したベンチ

案内板

ペットボトル

きっぷ

トイレット
ペーパー

●省エネ大賞（経済産業大臣賞）受賞 
　当社、株式会社京王設備サービス、株
式会社イーアンドイープラニングは
2021年度省エネ大賞の省エネ事例部
門・輸送分野において、最高賞の経済産
業大臣賞を受賞しました。これは夏季に
多くの電力量を消費する地下駅の空調設
備に着目し、調布駅をモデルケースに
ホーム・コンコースの環境の最適化を図
りながら運用改善を行いました。鉄道事
業における駅舎管理において安全を確保
しつつ、大幅な省エネルギー化の実現
や、エネルギーの
無駄を分析しまし
た。大きな投資な
しに改善に結びつ
けた先駆的な取り
組みが高く評価さ
れた受賞となりま
した。


